
　本計画では地球温暖化による異常気象などの社会背景を受けそれらの原因として二酸化炭素排出に加担してきた建築を

『風』という要素に着目し見直すことで二酸化炭素排出抑えた建築を目指す。かつて中世をキリスト教の理想世界とするロマ

ン主義芸術家の間でゴシック芸術が崇拝され、これが美術や建築に組み込まれて様々な作品を生み出されたゴシック・リヴァ

イヴァル建築ように、現代の理想とする建築の姿はこれまでの建築史の正系から外れていた風土的建築＝バナキュラーな建

築にあると考え、そこに見られる自然と対話するカタチ、特に『風に対する操作』を建築に組み込むことで、環境破壊といっ

た社会問題を抱える世の中、今後の建築のあり方の方向性を示唆するものになりうると考える。『風だけの事を考えて建築を

つくる』ことで風に対しては合理的になる。『風に合理的な建築』で人々が生活を送ることは一つの環境共生のあり方だろう。

これからの時代、高度な設備機能に頼り意匠的な自由度を高める建築ではなく、風土的建築＝バナキュラーな建築に見られ

る風の操作を手がかりとしてそれらを意匠的に踏襲する事が温暖化などの環境破壊が騒がれる今、建築の新しいデザインと

なる事を期待する。

ゴシック リバイバル 

エジプト建築
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『数多くの大胆な “原始的” な解決法が現代の煩雑
な技術の先駆者となっており、さまざまの現代的
な発明が、昔から風土的な建築の中にあったこと
を知る』　　　　　
　　　　　B. ルドフスキー　「建築家なしの建築」

 W i n d    A r c h i t e c t u r e       ～ N e o v e r n a c u l i s m～

　風の設計に対する効果の影響は Kahan という町の遺跡で観察

がなされており、約紀元前 2000 年頃の古代エジプトの 12代王

朝の頃のものが見つかった。このレイアウトによって、西にあ

る労働者の区画がとても小さな家々で分けられていること、そ

して「富裕層」の区画は北にあったことが明らかにされている。

「富裕層」の大きな家々には素晴らしい北風が直面し、その一方

で西にいる労働者の家々は熱い砂漠の風にさらされているので

ある。

　張王朝の後の古代中国は風水の教義という、人間の働きのそ

れぞれを万物のパターンに置き換えて扱うところに街開発の基

礎をおいていた。家々の意匠を治めている決まりは精神と家に

及ぶ強制力、すなわち空気や光の入り口や風と冷気から避難す

る仕組みを増強するような設置によってコントロールされうる

ものに関係していた。アリストテレスは紀元前 4世紀の彼の著

書「気象学」にて、ある程度ではあるが奇妙な風について初め

て書いた人である。彼の、風の起源を説明しようという試みに

も関わらず、自然では真空状態が不可能であることからその証

明は受理されなかったが、ギリシャ都市は彼の市街計画にその

構想を傾けるようになった。

「もっとも健康的な都市は東寄りの坂の上に位置しており、その

ため風が日の出の 1/4 頃から吹いてくる。その次に良い面は、

街が北風から守られているために暖冬を迎えられることである」

　Theophratus、つまり幼少期のアリストテレスは天気を予想す

るために空想的な方法を使っていた。彼いわく、風は犬が地面

を転がった時、アヒルが自分の頬をぴしゃりと叩く時、特別に

明るい流れ星が見えた時に止まるそうである。風は身ごもった

女性やコンドルの能力によるものであり、その一方でつむじ風

は風の上の小ぶりの活力によって作り出されるものであろう、

ということなのである。

　よりはっきり言うと、足が腫れたら南風に変わるということ

なのだが、これは南風がときどきハリケーンやそれと類似のも

のを示唆し、銃傷を右足に負っているかもしれなくても同じこ

とが言えるのである。

　また別の時代、紀元前およそ 300 年頃には、クセノフォン（ソ

クラテスの弟子）という人が、建物や家屋の南側は北側より高く、

これは太陽光の良い通り道が南の壁の上のポルチコ（屋根付き

玄関）の上にできるようにし、冷たい北風を締め出すのに役立

たせるためだと示唆していた。しかしながら、当時のギリシャ

は様々な方向からくる風には、たとえばゼフィルス（西風の神）

が西の風を表わすように、神の配置がおかれるようになった。

彼らギリシャ人はその風の起こるポイントがそれらの風に相当

する神の名にちなんだ風位計を設置した。風の塔が紀元前２世

紀中にアテネに建てられたが、これらはそれぞれ八角形の角に

モチーフが彫られており、磁石の八方位から吹いてくる風のキャ

ラクターを描写したものである。ローマ人で紀元前３世紀から

紀元後１世紀にかけて繁栄した者は、風の起源についての説明

に対する努力をほとんど行わなかった。彼らはギリシャの風の

知識に順応し、ギリシャ語の名前をラテン語のそれに相当する

ものにおきかえた。

　昔のカナダ人移民はそこでの冬の気候に関する考慮をし

ていた。高い尾根の近くにある家々は冷たい北風から家を

守るために山の南側に立地していた。プレーリー（大草原）

の上にある、より風にさらされやすい家は南側にドアをつ

けて強い北風を避けていた。正面玄関のドアが道路に直面

しているところでは北に向けられ、それらのドアは冬の間

ずっと閉じられたままであり、入口は後部にあるキッチン

のドアに作られた。入口から入る冷たい風と家からの熱放

散を最小限に抑えるために、嵐のドアや空気を閉じ込める

入口が家々の玄関に取り付けられた。

　ハイダラバードというインドの都市は巨大で背の高い空

気の通り道によって特徴づけられ、風は建物の屋根から計

算してすくい出されるのである。これらの長方形の煙突は

大きな平たいパネルで覆われており、それらのパネルは一

般的な風が屋根のてっぺんから建物内部に吹き込むのを妨

げるようにしている。誘発された空気の流れは小さな窓を

通り抜け、狭い道路や小道に入りこんで逃れていく。似た

ような技術は伝統的なエジプトの家屋で `Mulguf’ という

ペアになった屋根の通気口が三角柱の形をしているものに

よって明白にされている。風上の通気口が家の中に吹き込

まないようにする一方で、風下の通気口は排気口として働

いている。18世紀のヨーロッパでの産業革命は予期せぬ

都市の成長をもたらし、換気の統治と住居の明かりに関す

る法を急速に混み合いだした町に必要とさせた。

　1870 年にニュルンベルクは自然の光が家のどの部屋に

も入るようにした法律を導入した。光と空気が健康を維持

するために十分なだけ建物の中に供給されるようにすると

いうスウェーデン風の行動は、1784 年に新しい都市計画

で通過した。ベトナムでの都市計画者は、1900 年頃に、

一般的な風で目的別地域区分にあるものを考慮し、工場か

ら排出される煙は街に向かうのではなく、街から吹き飛ば

された。同様にイギリスにある Letchworth やWelwyn の

庭都市は街の東の４分の１に産業区分を設け、一般的な風

が工場からの煙を街から追い出せるようにした。ロシア人

の市街地計画者のMuljutin は、彼がMagnetgorsk の街を

計画するときに同様の予防策を用いた。　同様な都市計画

の基本原理の適用に関するより最近の例は Chandigarh や

インド準都会化計画、アメリカのニュージャージー州でも

行われたものである。Chandigarh の暖かくて湿気の多い

気候は注意深い配慮が町の計画的な方向や建物の空間の取

り方によって取られ、空気の流れが熱の勢いを抑えるよう

に最大限に家を通るようにしている。　　Olgyay は、風

の影響はベッドタウンであるニュージャージーの計画にお

いて、ニューヨークで働くために通勤する人々にとって効

果的である、と述べている。木々のベルトによる大きなシェ

ルターは別の方角から吹く夏の微風が通る空いている小道

を妨げることなく寒い冬の風から保護するように賢く計画

されている。

　

風の建物そのものや周辺に対する効果への懸念というものは文明初期からされていた。多くの古代都市の意匠は風の効果に影響されていた。風の技術や構造がなけ
れば、初期の設計者は過去の設計のミスから学ばなくてはならなかった。たくさんの熱心な風の効果の観察が初期の設計者を助けるように記録されていた。

B.C.2000 年頃のエジプト（Kahun）の住居配置図

張王朝の後の古代中国における風水

ウィトルウィウス /Ten books on architecture
ハイダラバードのバードギア

エジプト住居のMulguf

ニュージャージーの風から守るシェルター

ベトナムでの都市計画

アルベルティ

スペインの植民地時代のブエノスアイレス配置図

日本の間取り

アリストテレスの風位図

アテネ　風の塔

＊風をデザインをしようとする原始的な試み   …

　例外はウィトルウィウスであった。彼は” Ten books on 

architecture” という本の中で多数の建物や町の風との関

連性の中でのデザインに関する考察に言及していた。こ

れらは要塞化した場所を選んだものであり、直角の格子

状の街のパターンや入口のロケーション、中庭やテラス

がこれら要塞都市の建物と結びついている。彼はまた、

いくつかの産業が風に対して注意深く考えられたよりよ

い位置にあったら、ということを想定したものも観察し

ていた。

「街や小道を二つの風の４等分の間で分けた直線に沿わせ

る。このアレンジの基本のもとで風の不合意（意にそぐ

わない）な力が住宅や家屋のならびから締め出される。

もし街が風に全面に直撃するように作られていると（道

路が並んでいると）それらの断続的な突風はただっぴろ

い村から吹きこんできて、そして狭い小道によって閉じ

込められ、町中をとても強暴に掃き出してしまうだろう。」

「風を我々の住居から締め出すことで、我々は健康な人々

にとって健康的な場所を作り出すだけではなく、おそら

く何かほかの不都合な場面による病気のときも、他の健

康な場所にいる病人も、違った治療の形で治るだろうし、

（健康的な場所にいることで）風を締め出すことからくる

おだやかさによってより早く治療することができる。」

　ウィトルウィウスの信念は 15世紀にアルベルティが取

り上げ、これらの信念はイタリアからフランス・ドイツ・

スペインそして残りのロシアを含むヨーロッパで広がっ

ていくうちに有力となった。

　573 年に市街地設計法が南部および中央アメリカにあ

るスペイン人街で設立された。これらの法によると、新

しい内陸の町は丘や山の東西の斜面に、それらを望まし

くない風から保護するように作られた。もう一方の備え

として、内陸の町は南北の風にのみさらされるように促

された。沿岸の町は開拓部の南や西の開かれた水を避け

るべきであった。これは実用的な規則であったが、それ

はなぜなら一般的なペルシャ湾岸の風は南東の風であり、

航海の船が風を導く港に泊まるのを妨げるであろうと考

えられるからである。ブエノスアイレスの街は 1745 年

頃に街の端から端までを吹き抜けるような一般的な風を

妨げるように道路が注意深く設計された。

　他の文化はそれらの建物や市街地を、その土地の風に

合うようにデザインした。日本家屋では、一般的な風や

嵐の方向が開口部や入口の位置を決めた。日本では、伝

統的な家屋を建てたいときは、その土地の気候に関する

専門家に助言を求めるのが未だに慣習的である。北側に

ある小さな開口部はとても寒い月に風の流れが北から南

へ吹き抜けるのを最小限にとどめている。伝統的な家屋

は通常斜面の可能な位置に建てられ、冬に冷たい風が引

き戸の多くの隙間や割れ目を吹き抜けようが、引き戸が

夏の斜面の風を最大限に利用できるようにする。このこ

とが冬の暖かさと夏の涼しさを与えるのである。



風の抵抗を減少

富山県の砺波地方は三方を

山に囲まれた盆地状の平野

で、夏は３０℃を超える暑

い日が続く。風が吹きつけ

る南東の方向に対して母屋

を斜めに構え、風への抵抗

力を少なくしている。また

風上側に土蔵をおく置くの

は、火事のときに類焼を防

ぐ工夫。

風を当てて取り込む ずれ ( 平面 )

マレー半島農村部には入母

屋屋根を複雑に組み合わせ

た高床の家屋が多様に分布

する。アンジュンと称する

接客ホールは入母屋の居住

棟に付属する切り妻屋根を

持ち家の豊かさを反映する

空間である。居住棟と食堂

の間にはつなぎの空間がも

うけられて日常の出入りに

供する。床下は仕事場とし

て、日中の居場所になる。

パティオ

 チュニジアではアラブ様式

の伝統的住居の事をダーラ・

アラビと称する。これらに

見られるパティオは風・光

を取り込むための重要な役

割を担っている。

ずれ ( 断面 )

タイの農村部では高床式住

居が見られる。これらの住

居の特徴は居室同士の床レ

ベルをずらしている事にあ

る。これらの床の高低差が

風の通りを向上させ通気性

に富む空間を作り上げてい

る。またチャーンと呼ばれ

る半外部の居室が床面積の

40％を占める。

ボドラムはトルコの西南海

岸にある。この地域の住居

形式は、中二階型住居、キ

オスク型住居、塔状住居と

呼ばれる三種類のタイプに

分ける事ができる。この中

でも中二階住居は居室の天

井高がそれぞれ異なり、機

能ごとにそれぞれの高さ決

まる。これらの違いは家の

中の空気の循環を促進させ

る。

風を循環させるボリュームを浮かす

ボリュームを浮かせ高床の

構成とする事で湿気対策に

なる。床材には竹が使われ、

それらはわずかな隙間をた

もちながら床を構成してい

る。その細い形状は風・光

の透過性に富んでいる。

西パキスタンのシンドの

低地域の有名な光景であ

る。４月から６月まで、華

氏 120°を超える暑さ

である。風を建物内へ導く

ためバッド・ギアと呼ばれ

る風受けが一部屋に一つず

つ、屋根に取り付けてある。

風は常に同じ方向から吹く

ので風受けの角度は永久的

に固定されている。数層を

なす住宅では風受けは上か

ら下への通風を兼ねる。

西日本の島根県では冬風と

吹雪に対する堅固な緩衝装

置を得るために、この地の

農民は松の木を巧みに育て

て５０フィートの高さの L

字型の生垣を作り上げる。

北陸地方ではこれと同じ位

の高さのワラの仕切りが、

冬の間、家を囲んで、ある

いは時とし村全体を囲んで

造られる。

ドバイは高温多湿な気候で

知られている。ここに昔か

ら住む人々は風の塔と言わ

れる装置を住居に組み込ま

せ屋根の上を通り抜ける風

を室内に送り込んできた。

これらは過酷な気候条件の

中で快適に暮らす為の、風

を利用した天然の空調施設

であると同時に、景観を特

徴づける最大の要素となっ

ていた。

風を取り込む

中国のトルファンで見られ

る葡萄乾燥庫は日干しレン

ガで出来ている。それらの

レンガはずらしながら造ら

れ風通しを良好にしている。

また強風による壁面が受け

る力を緩和する役目もある。

風に耐える 風による寒さを和らげる

スギ（家屋周辺など）

クロマツ（海岸線など）

カシワ（海岸線など）

ニセアカシア（海岸線など）

カラマツ（寒冷地など）

。
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* バナキュラーな建築における風の操作

分棟

高床

急勾配の屋根

風圧による換気

温度差による換気

  

* 風と開口の大きさ*風と開口の位置

*建築の形状による通風

秋田市 60°

長野市 60°
京都 50°広島市 60°

大阪 50°名古屋市 40°

福岡市 50°

高知市 30°
宮崎市 30°

那覇市 40°

仙台市 60°

福島市 60°

東京 40°つくば市 30°

札幌市 60°

* 各地域における地域ごとの太陽電池設置の為の理想角度

　建物を小規模に分けて

分棟にすることは、通風

を確保することで利点が

ある。

　地面からの照り返しと

湿気を防ぐとともに、床

下からの通風を得ること

ができ、床下部分には日

陰のスペースをつくるこ

とが出来る。また低湿地

帯では、雨期に床上浸水

を防ぐためには高床は不

可欠である。

　

　雨仕舞上げはもちろん

のこと、屋根裏の気積が

大なので断熱性にすぐれ、

また煙突効果による換気

も期待できる利点がある。

　防犯・防犯・プライバ

シーの確保のためなどに

より住居を開放的につく

れない場合にも、風圧や

温度差を利用して換気と

通風をはかることが出来

る。　

　気温と湿度の高い夏を快適に過ごすために、住宅内に空気の流れを起こし、たまった湿気や熱気を室外に外出す

ることが大切である。気温差や気圧の変化に基づく空気の流れの建物形状や間取り配置の工夫、開口部の位置や大

きさへの配慮により、室内に風の流れを生み出す。建物に風があたると風上では正の、風下では負の圧力が生じる。

窓があればこの圧力差が通風の起動力となる。（風の縮流効果）　また、同じ風圧であっても建物の形状によって圧

力差が生じ、室内に空気の流れが生まれる。特に上下に開口を設けると室内空気の温度差によって空気の流れが生

じる。（煙突効果）窓を大きく開けるほど、吹き込む風量は多くなる。  しかしむやみに開口部を大きくしても、心地

よい風通しになる訳でもない。直線的で狭い領域を弱く流れる風もあれば、大きく広がる風もある。より涼感をも

たらすのは、後者の風だが 、出口開口部が入口開口部より広ければ、風下に向けて大きく膨らむ。逆に出口面積が

入口より小さい場合、両開口部を直結する狭い領域を弱く吹き、その風の流路以外の空気はほとんど滞ったままで

ある。また、入口と出口が同面積の場合は、部屋の中央部で風は膨らむ。



風のシリンダー  …

  35°39’ N

139°47’ E

site

提案する場所として…

冷えた空気

暖かい空気

夏：風のある日 夏：風のない日 冬

*風の流れ…

　ある程度の風が期待でき現在再開発の手が掛かり巨大

な高層マンションが計画されている地域から単純な矩形

の敷地を選定する。矩形を選択した理由して風により操

作された形態を強調するためである。

中央区晴海二丁目…

＊昭和６年、隅田川改良工事の月島４号地として埋立て

( 約 76ha)

＊港湾施設の設置場所として生まれた晴海だが、第二次

世界大戦中は軍需物資の輸送基地となり、陸海軍の倉庫、

資材倉庫として使用されてきた。

＊終戦後は現在の五丁目地区にあたる場所が進駐軍の飛

行場として利用されていた。

＊昭和３０年代に入ると、晴海埠頭が完成、黎明橋、春

海橋、佃大橋の開通、公団晴海住宅が完成するなど、ま

ちの骨格が整い始めた。

＊昭和４１年に現在の広さ ( 約 100ha) まで埋め立てら

れた。

＊長らく大きな変化は見られなかったが、平成１２年に

都営大江戸線 ( 最寄り勝どき駅 ) が開通、平成１３年に

晴海トリトンスクエアが竣工、晴海のまちづくりが本格

的になる。

東京湾に面する埋め立て地でありかつては工場が建ち並

んでいた。現在は準工業地域であるが『豊洲・晴海開発

整備計画』により住宅地へと変わろうとしている。ここ

晴海二丁目に対して東京都は

・良好な居住環境の創出に加え、業務・商業等の多様な

機能をバランスよく配置し、まちの活性化や賑わいの創

出を図ることにより、臨海部にふさわしい機能の更新を

目指す。

・東京都景観条例に基づく「景観づくり基本方針」を受

けて臨海景観基本軸の地域に指定されており、海と一体

になった景観づくりに配慮する。・放射 34号線沿いに

帯状に現存する都立春海橋公園

（海上公園）を晴海運河側に移設し、さらに運河側沖

出し部に別途事業により整備する緑地との一体的な利用

を図る。

との方針である。

　しかしながら現在計画されてるものとして , 公開空地

を設ける事によって得られる容積率のボーナスを利用し

た高層マンションである。今回の計画では現在の用途地

域を利用し敷地の周囲にも今後、集合住宅が増加してく

ることを予測した上で低層の建築を計画する。

夏の風のある日は風のシリンダーに吹き

込む風がパティオや床の窓から入ってく

る新鮮な空気や風を引っぱり住戸の中を

循環させる。

夏の風のない日は塔の部分が直射日光をう

け暖まり温度差により住居内の空気の動き

が生じる。

冬場は、温められた棟の頂部の暖かい空

気をファンにより住居内を循環させる。

　集合住宅における共有部分を風が通る “風のシリンダー” として提案する。風の入り口と出口の面積を変える事で、風速が速くなる空間が

出来上がる。シリンダーの風上側に取り付けられたラッパ状の装置のようなものは、風の吹き付ける方向から決められた風軸により決定される。

風は風軸に対して直角に建てられた壁にあたり風のシリンダーに導かれる。シリンダーには風を求める人々の生活がにじみ出る。

N

Jan Feb Mar Apr May Jun Jul Aug Sep Oct Nov Dec

10m/s

5m/s



w i n d  c y l i n d e r 

* 二酸化炭素の削減量…
　2005 年度に首都圏湾岸地域において増加した集合住宅の総住戸
52,538 戸である。各住戸においての冷暖房による二酸化炭素の排
出量が 872kg だと仮定する。ここで 2005 年度に建設された集合
住宅を今回提案するようなものに置き換えていくと、風のない熱帯
夜のみ冷房を使用すると考えると冷暖房の使用における年間の二酸
化炭素の排出量は１住戸当たり -8 割が見込まれ , およそ 697.6kg
の削減が可能になり 52,538 戸においての排出量は約 36,650t の削
減が見込まれる。これは家庭部門の総排出量 1億 7455 万 t の総排
出量の 0.02％に相当する。
　

*風力発電…　
　風のシリンダーに吹き込む強い風を利用し風力発電を行う。小型
風力発電機の場合 , 平均風速が 5.5 ～ 6.5m/ 秒の場合で 100W～
120Wであり，親子４人の一般家庭における１カ月の平均消費電力
量の約 1/3 をまかなえる計算になる。ちなみに，二酸化炭素
（C02）の発生量の削減効果に換算すると約 800kg/ 年になる。ここ
で発電された電力を計画する建築に供給する傍ら、電力を電力会社
に売る事で利益となる。

　
　

開口、採光、居室について

採光はトップライトより採る。直射日光が
届きにくい一層目は夏の部屋とし主に夏の
居室となる。直射日光がより届く一番最上
階は冬の部屋とし冬場の居室となる。
このように、季節によって生活の場を変化
させる事で季節感が生まれる。対角線上に
開口を設ける事で居室内をまんべんなく風
が通り抜ける。風の入口を小さくし出口を
大きくする事で、風はゆったり、おだやか
に流れ、心地よい風を感じることができる。
壁と床が直角になる箇所を曲線にする事で
乱流を防ぐ。
この必要に迫られ出てきた形は空間に連続
性を与える。

夏の部屋／ s umm e r  r o om

冬の部屋／ w i n t e r  r o om

p i l o t i

w i n d  c y l i n d e r

直 射 日 光

冷 た い 空 気

暖 か い 空 気

涼 し い 風

暖 か い 空 気

直 射 日 光

→

→

872kg

174.4kg

-697.6kg-697.6kg -36,650t

1 住戸あたりの二酸化炭素の削減量 東京湾沿いに建つ集合住宅から排出される
　　　　　　　　　　　　　二酸化炭素の削減量

8割の削減 × 52,538 戸　＝

パティオ
【patio】…

各住戸ユニットはパティオに接する。そこにたまる冷たい
空気やピロティーから吹き込む冷たい風がシリンダーを
通る強い風に引っ張られ住戸内に引き込まれていく。
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